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ム
木
紳
仏
」
ゆ
'
乙

/寸
か

A
MJ

ゑ
十
[
ー
す
札

'W441!
孔
l
φ
J
¥

~ 

'h『

弘
U
Jハ
!

l
寸
ル
叶
tvk 

{
校
異
}

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
、
と
〔
全
集
〕

l
tす
み
ま
せ
ん
で
し
た
と

ウ
ン
と
遊
び
た
い
。
〔
全
集
〕
|
+
ウ
ン
ト
遊
び
た
い
。

一
切
は
、
〔
全
集
〕

l
v一
切、

午
後
六
時
、
〔
全
集
〕

l
t
午
后
五
時
、

阿
佐
ヶ
谷
駅
〔
全
集
〕
|
+
阿
佐
ヶ
谷
駅
、

(改
行
な
し
)
兄
と
お
逢
ひ
で
き
る
と
〔
全
集
〕

l
t
(改
行
)

い
い
と
思
ひ
ま
す
。
〔
全
集
〕

|
ly

い
い
と
思
ひ
ま
す

【ノ

l
ト
}

文
学
を
語
る
会
合
|
|
第

一
回
の
阿
佐
ヶ
谷
会
。
青
柳
瑞
穂
の
許
に
集
っ
た

中
央
線
沿
線
の
文
学
者
、
編
集
者
の
会
。

お
ハ
ガ
キ
を
、
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
酒
を
呑
む
と
、
私
も
、
た
い

て
い
後
で
、
わ
る
か
っ
た
か
な
?
い
け
な
か
っ
た
か
な
?
と
考

へ
ま
す
。
お
酒
の
む
人
の
通
癖
の
や
う
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
ま
た
、

味
な
と
こ
ろ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
私
に
就
い
て
は
御

心
配
な
さ
る
な
。
私
の
は
う
こ
そ
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
と
言
ひ
た
い

の
で
す
。
私
に
、
お
金
が
ウ
ン
ト
あ
れ
ば
、
兄
と
ウ
ン
ト
遊
び
た
い
。

よ
く
遊
び
、
よ
く
学
び
た
い
。
こ
の
ご
ろ
お
仕
事
ど
う
で
す
か
。
私
は
、

毎
日
、
追
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
十
二
月
十
日
以
後
は
、
休
む
つ
も
り
で
す
。

ナ
グ
サ
メ
ル
会
は
、
ご
も
っ
と
も
の
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
ま
す
。一

切、

白
紙
還
元
し
て
、
「
忘
年
会
」
は
如
何
。
忘
年
の
意
味
、
ゃ
う
や
く
わ

か
っ
た
や
う
な
気
が
し
ま
す
。
六
日
午
后
五
時
、
阿
佐
ヶ
谷
駅
、
北
口

通
り
「
ピ
ノ
チ
オ
」
に
て
、
文
学
を
語
る
会
合
あ
る
由
、
私
も
出
て
み

る
つ
も
り
で
す
。

兄
と
お
逢
ひ
で
き
る
と
い
い
と
思
ひ
ま
す

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地
山
岸
外
史
様

一一
日
府
下
三
鷹
町
下
連
雀

一一

一二

太
宰
治
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1
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E
4
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e
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十
ん
、
、

o
k
f
ぺ
う久

【
校
異
】

拝
復
〔
全
集
〕

1

4
7
拝
復
。

【ノ

l
卜
}

先
夜
は
、
や
ら
れ
ま
し
た
。
|
|
山
岸
外
史

「太
宰
治
お
ぼ
え
が
き
」
に
よ

れ
ば
、
新
橋
の
烏
森
で
芸
者
を
あ
げ
て
飲
ん
だ
と
き
の
こ
と
。
「
各
自
が
そ
れ

ぞ
れ
に
自
分
の
働
い
た
金
で
酒
も
飲
め
れ
ば
、
女
房
も
養
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
自
己
慰
安
会
を
開
催
し
て
、
最
大
限
に
飲
ん
で

み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
書
簡
番
号
日
の
「
ナ
グ
サ
メ
ル

会
」
、
あ
る
い
は
「
忘
年
会
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

拝
復
。

先
夜
は
、
や
ら
れ
ま
し
た
。
日
暮
里
で

一
や
す
み
、
巣
鴨
で
下
車
し

て
一
や
す
み
、
亀
井
は
吐
き
、
私
は
眠
り
、
共
に
又
は
げ
ま
し
合
っ
て
、

や
っ
と
新
宿
か
ら
電
車
に
乗
り
、
こ
ん
ど
は
私
は
電
車
の
窓
か
ら
吐

き
、
亀
井
は
少
し
正
気
づ
き
、
私
は
正
気
を
失
ひ
、
た
う
と
う
亀
井
に

背
負
は
れ
る
や
う
な
形
で
三
鷹
の
家
へ
送
り
と
ど
け
ら
れ
ま
し
た
。

君
は

一
ば
ん
強
い
よ
。
食
事
は
、
当
日
で
い
い
で
せ
う
。

み
な
に
案
内
を
出
し
ま
し
た
。

本
郷
区
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駄
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五
十
番
地
山
岸
外
史
様

十
二
日

府

下
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一
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三
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宰
治
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づ
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、
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1

4
7

(
改
行
な
し
)

【ノ

l
卜】

長
編
小
説
|
|
「
新
ハ
ム
レ

ッ
ト」
。

都
新
聞
|
|
山
岸
外
史
「
文
芸
時
評
③
」
(「
都
新
聞
」
昭
和
十
六
年

一
月
三

十

一
日
)。

作
品
名
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
「
太
宰
治
氏
の
小
説
の
面
白
さ
は
」

「
心
理
の
純
粋
度
を
も
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
、
「
そ
の
人
間
性
と
そ
の
生

活
が
面
白
く
読
め
る
の
は
、
太
宰
氏
が
極
端
に
繊
弱
な
良
心
家
で
、
底
の
底

に
到
っ
て
ゐ
る
自
己
の
生
活
を
気
取
ら
ず
に
表
現
し
て
み
せ
る
か
ら
で
あ

る」

(ル
ピ
省
略
)
と
称
賛
し
て
い
る
。

先
夜
は
、
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
き
の
ふ
は
、
励
ま
し
の
お

ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
ひ
ま
し
た
。
け
ふ
か
ら
、
懸
案

の
長
編
小
説
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
三
百
枚
く
ら
ゐ
の
予
定
で
す
。
当

分
、
他
の
仕
事
は
断
っ
て
、
没
頭
し
よ
う
と
思
ひ
ま
す
。
亀
井
君
の
と

こ
へ
、
本
を
返
却
し
に
行
っ
た
ら
、
都
新
聞
を
読
ま
さ
れ
ま
し
た
。
兄

お
と
、っと

の
文
は
、
あ
た
た
か
い
言
葉
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
私
は
、
か
な
り
弟

だ
と
思
ひ
ま
し
た
。
安
心
し
て
、
こ
れ
か
ら
努
力
で
き
る
や
う
に
思
ひ

ま
し
た
。
気
な
が
に
見
て
ゐ
て
下
さ
い
。
亀
井
君
の
応
接
室
に
武
者
氏

が
突
然
あ
ら
は
れ
ま
し
た
。
意
外
な
ほ
ど
、
粛
酒
な
お
ぢ
い
き
ん
で
し

た
。
い
づ
れ
、
又
。

本
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【
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異
】

拝
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〔
全
集
〕

1

4
7

拝
啓
。

(改
行
な
し
)
来
月
に
〔
全
集
〕

l
t
(改
行
)

ひ
ど
く
、
〔
全
集
〕

|
lv

ひ
ど
く

末
筆
な
が
ら
、
〔
全
集
〕

l
t末
筆
な
が
ら

日
本
茶
館
を
電
話
か
け
て
く
れ
ま
し
た
か
?
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
。

〔
全
集
〕

l
t
(日
本
茶
館
を
電
話
か
け
て
く
れ
ま
し
た
か
?
ち
ょ
っ
と

気
に
な
り
ま
す
。)

拝
啓
。

こ
の
た
び
は
、
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
留
守
中
も
さ
い
は
ひ
無
事
で

し
た
。

来
月
に
な
り
ま
し
た
ら
、
こ
ん
ど
は
私
が
お
金
を
つ
く
っ
て
、
遊
び

ま
せ
う
。
な
ん
だ
か
、
ひ
ど
く
有
意
義
な

一
夜
で
あ
っ
た
や
う
な
気
が

し
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
御
内
の
方
々
に
も
よ
ろ
し
く
。
ま
づ
は
、
御
礼

ま
で
。

(
日
本
茶
館
を
電
話
か
け
て
く
れ
ま
し
た
か
?

り
ま
す
。
)

ち
ょ
っ
と
気
に
な

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
山
岸
外
史
様

十
二
日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀
一
一

三

太
宰
治
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年』¥
づ

¥

ノ
ム

、

〈

t
vr引
の

℃
』

)

A
h

・
/

、・

へLJ
M1

人

vf九
)

J

}

、に

汁
/
芝

川

川

町

U

1

太
め

ー
し
ゃ

っ
札
。

快
P
は

た
し
乞
/
札

、
へ
内
仏
味
、

f

tyべ
ん
，ア

し
ま
'
い
り

か
え
し
か

J
V
1
1
r
t
し

jV
-
1
-
}

い
庁
小

3
丸。
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水
了
、
仰
、
己

(
ね
え
ァ
歩
、
r
h

庁

寸
見
十
1

1

7
1斗
え

砕

、斗パパ
ルヴ
A
W

り

F
2M31h
L

P
 

f

r

ι

¥

也九

【
校
異
}

拝
啓
〔
全
集
〕

1

4
7

拝
啓
。

名
前
の
と
こ
ろ
だ
け
を

(子
供
命
名
)、
〔
全
集
〕

l
t名
前

(子
供
命
名
)

の
と
こ
ろ
だ
け
を
、

い
づ
れ
、
ま
た
〔
全
集
〕

1
lv
い
づ
れ
、
ま
た
。

【ノ

l
卜
}

夏
目
散
石
|
|
山
岸
外
史

「夏
目
散
石
』
(
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
十
五
年
十
二

月
)。

拝
啓
。

先
日
は
、
本
当
に
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

き
の
ふ
、
け
ふ
、
仕
事
に
興
奮
し
て
書
き
す
す
め
て
居
り
ま
す
。
け

さ
は
、
夏
目
激
石
を
、
あ
り
が
た
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、

名
前
(
子
供
命
名
)
の
と
こ
ろ
だ
け
を
、
の
ぞ
い
て
、
た
の
し
か
っ
た
。

他
の
と
こ
ろ
も
或
ひ
は
、
つ
い
読
ん
で
し
ま
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

い
づ
れ
、
ま
た
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
山
岸
外
史
様

十

四

日

府

下
三
鷹
町
下
連
雀

一
一
一
ニ

太
宰
治

不
乙
。
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書
簡
番
号
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120 

昭
和
国
年

(1
9
4
1
年

)
2
月
四
日
〔
日
に
ち
直
筆
、
消
印
初
日
〕

的
!
β
k
p

f

川
争
・
!
を
し

w

z
b
両氏

、

1
1し
ゅ

γ

7
1
1
2九。

ーし

が
A
門

'hf
w仇

?
、
い
斗
T
r

ル
ム
砂
EV

マ
ー
ー
な

包
J

N

P

、
し

1

1
l
o
t

-し

M

ア
ぃ，

f

〈

:
nC巧/炉
ゆ/政

r

布
£
-
し

勺に

み

;
つ
1
7

4C

Z

f

c

J

、
一
ん

γ
干
が
く
--F

ゆ
レア
よ
呼

ル
ベ
ツ
フ
》

川
一
和
ほ

2

斗・仰

ゆ
か
応

以

し

V3
4・10
手
当

円。

三
倍

μ
金
町

会
4
仰

の、

/♂
い
吃
い
や
れ

下

内
1

わ
'
?乞

℃
4
7ρ

yf
ρ
f
b
z・
4
2〈



ト

l
k小
-五
i
明

，

rf
1
1

十
ゲ
ト
紛
つ
巴
r

灼
注

'e'erf
b小十
イ
ハ
可

ち
一
十

1
1
、
令
〈

斗
え

r

作

ー
仇

少
々
t!

{
校
異
】

拝
啓
〔
全
集
〕

1

4
7
拝
啓
。

(改
行
)
不
取
敢
お
知
ら
せ
迄
。
〔
全
集
〕

1
4
7

(
改
行
な
し
)

{ノ

l
卜
}

仕
事
1

|
「
新
ハ
ム
レ

ッ
ト
」
の
執
筆
。

表
記
へ
|
|
文
義
春
秋
に
借
金
を
し
、
十
九
日
か
ら
清
水
市
三
保
松
原
の
三

保
園
に
滞
在
す
る
。

拝
啓
。

仕
事
を
し
に
、
表
記
へ
来
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
し
づ
か
な
宿
で
、
仕

事
が
出
来
さ
う
な
気
が
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
、
こ
こ
で
勇
猛
精
進
し
て
み
る
つ
も
り
で
す
。

こ
ん
ど
、
お
逢
ひ
し
た
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
い
い
お
話
を
お
聞
か
せ

致
し
ま
す
。
本
当
に
。
三
保
松
原
の
突
端
の
、
白
い
灯
台
の
下
の
宿
屋

で
す
。
不
取
敢
お
知
ら
せ
迄
。

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地

十
九
日
静
岡
県
清
水
市
三
保

三
保
園

山
岸
外
史
様

太
宰
治

121 



書
簡
番
号
タ

昭
和
凶
年

(1
9
4
1
年

)
3
月
2
日
〔
月
日
直
筆
、
消
印
は

3
日〕

ル

/ふwh
o

f
t
?と
)
。
/呼

y

よ
(

b
j
Z

7
1

:
仁

)

7

伐

η

J

J
1
7犯し

1
U
イ・ヒ

寸
将
げ

c

d
ず
内紛
I
L
-
-つつ
k

f

V1
1
3
?ー
へ

げ

さ

与の
ふ

ル
y
f

仰
の

、必

?

と

wuoじ、

む
M

1

凶
減
効
1
L

1

1

レ
刊
?
い

1

l
t
へ

ム
レ

【

rk

h

t

う

、
干
-h

ふ

/W
Ly

v
tTし
』午

7
。

，
a

‘.z
、

ハ
ゆ
仁
川

、

¥

之

さ

令

!
イと
凶
作ν

ま

亡

)

守

的

ノ
パρ

ー
と
う
匂

手
ゎ
〉
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会
ゅ
よ
己

~\か l土便霊下

ー

山
内

わ

と

ケ

内航、宇
山
町
J

A
{十
l
li
k
e
け
に

ル
ハh
d
h
¥

日怜

五刊
Y
Q

J
U
W
I
2
2
1
%fj
ト
d

ム

:
大
、3
マ
万p
l

Mル

{
校
異
】

三
月
三
日
〔
全
集
〕

1
47
3
月
2
日

拝
啓
〔
全
集
〕

|
1v
拝
啓
。

な
ど
読
み
、
〔
全
集
〕

1
47
な
ど
を
読
み
、

心
得
顔
し
て
〔
全
集
〕

l
t心
得
顔
し
て
、

(改
行
な
し
)
八
日
に
は
、
〔
全
集
〕

1
17

(
改
行
)

ま
た
佳
き
事
を
〔
全
集
〕

l
t
ま
た
、
佳
き
事
を

{ノ

l
卜】

「
能
と
能
面
」
|
|
金
剛
巌
「
能
と
能
面
(
世
界
文
庫
)
」
(
弘
文
堂
書
房
、
昭

和
十
五
年
五
月
)

拝
啓
。

き
の
ふ
は
、
あ
り
が
た
う
。
帰
っ
て
か
ら
、
拝
借
の
「
能
と
能
面
」
な

ど
を
読
み
、
心
得
顔
し
て
、
寝
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
け
さ
急
に
旅
の
疲

れ
を
感
じ
、
朝
寝
坊
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
あ
し
た
か
ら
、
ま
た
仕
事

い
た
し
ま
す
。

八
日
に
は
、
ま
た
、
佳
き
事
を
伺
ひ
ま
せ
う
。
ま
づ
は
、
御
礼
ま
で
。

不
乙
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地
山
岸
外
史
様

三
月
二
日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀

一
一
三
太
宰
治
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書
簡
番
号
邦

昭
和
凶
年

(1
9
4
1
年

)
3
月
幻
日
〔
日
に
ち
直
筆
、
消
印
〕

昨
ら
の
ザ
ズ
州
、
[
て
市
汚
一
W
Nに

も
d
d
/

ぶ
、

F
も
が
句
、
p
t沿
い

い

中

9
ふ
か
ら
今
ら
ク
九

k
v
-
h
/
丹、

小

ト

グ

九

ι
き
ん
あ
り

3
ま
/
、

み
ん
ふ
た
た
?
に
し
て
ゐ

ふ
す
れ
九

J
W
ヴ

が

九

の

し

丹

に

ふ

り

3
L
九
も
，

l
トノ

‘
し
⑨

一色
町
、
少
行
や
す
ノ

ー込
む
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主がは伎郵

ふ
や
や

ι

'
ね
乙
十
b
r
ネ

γ

i

，Z
寸
:
幸
代
-

L

ιρ
ヌ
T

九
支
，
将

‘最
ゲ
1
1

ナ
ハ、
守
主
ψ
1・、
ゆ
札
ド

【
校
異
}

締
麗
で
す
よ
。
〔
全
集
〕

君
か
ら
も
ら
っ
た
、〔
全
集
〕

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
〔
全
集
〕

大
事
に
し
て
ゐ
ま
す
。
(
全
集
〕

た
の
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
〔
全
集
〕

難
行
で
す
。
〔
全
集
〕
|
+
難
行
で
す

(改
行
な
し
)
不
乙
。
〔
全
集
〕

l
t

(改
行
)
不
乙

-

4
7

締
麗
で
す
よ
、

-

V

君
か
ら
も
ら
っ
た

-
tた
く
さ
ん
あ
り
ま
す
、

|
+
大
事
に
し
て
ゐ
ま
す
、

-
tた
の
し
み
に
な
り
ま
し
た
、

ば
ら
の
芽
が
、
と
て
も
締
麗
で
す
よ
、
私
の
家
に
は
君
か
ら
も
ら
っ

た
た
か
ら
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
、
み
ん
な
大
事
に
し
て
ゐ
ま

す
、
旅
行
が
た
の
し
み
に
な
り
ま
し
た
、
も
う
少
し
の
難
行
で
す不

乙

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地
山
岸
外
史
様

二
十

七

日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀
一

一
三

太
宰
治

125 



AM'

‘
h
 

f
w
d、
?

?

の

ゆ

十
1
l
u
m監
ャ

し

弘
山
W

A

¥

に

'
L/

、
h
d
w
r
句
、
、

i
q
f

ヘ
p
r
j

千九
¥
l
v

r
u
E
n
H

，
f
L『

F

1

/

r

1

1

/

/

b

，、
E
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?
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れ
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、
ど
L
，
屯

か
ミ
ん

νfc
島
、
公
孔
〆'LL
J

〈‘

f
W
4
J
7
1

や

!
)
k

一、和
f

tf
1

化

人

。

付
6
U
V
M
F
/、

刈

f
k件

け

も

f
A
o
-
-
F

!
ぜ
え
の
ね
川
ハ
k
n

ょ
~
う
よ
‘

L1r;…0

.
キ
ベ
ム
リ
示
、
~
及
、

e
L
1
7
じ

L

P

L
叫

ん

わ

け

よ

れ

ん

げ

き

も

C
い

よ

寸

あ

や

し

(

な

り

7
l
九

忠

μ
f
.

れ
れ
1

1

1

f

o

2

.
v
b

い
が
〈
号
、
足
の
弘
が
η
む

川

久

》

i
f
h
w

、L
t
fト
ミ

4

書
簡
番
号
勿

昭
和
凶
年

1
9
4
1
年
)
4
月
9
日
〔
消
印
〕
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わ
い
~/T-杭
不

ay

主
↑
ー
ま
礼

斗
た

-末
4
F

A

川!
己

主おは使郵

ペ

t
1・HIL

?
?
作
町

1

庁
山
々
叫
!

山
f

伐

内

寸ぃ、

，nH
h
中

I
l
l
l

【
校
異
】

四
月
六
日
〔
全
集
〕
|
+
4
月
9
日

{ノ

l
ト
}

甲
府
|
|
四
月
五
日
に
井
伏
鱒
二
と
行
く
。

;ぇ

十
日
頃
お
い
で
の
由
。
十
五
日
頃
で
し
た
ら
、
私
も

一
緒
に
三
保
へ

行
け
さ
う
な
気
も
す
る
の
で
す
。
甲
府
で
は
、
ど
う
も
酒
を
飲
む
機
会

も
多
く
、
仕
事
が
恩
ふ
や
う
に
、
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
甚
だ
心
細
く
、

淋
し
い
気
持
で
あ
り
ま
す
。

貴
兄
の
都
合
の
よ
い
や
う
に
し
て
下
さ
い
。

「
早
く
逢
ひ
た
い
気
も
し
ま
す
。
」

こ
の
ぶ
ん
で
は
三
保
行
き
も
、
だ
い
ぶ
あ
や
し
く
な
り
ま
し
た
。
思

ひ
が
、
乱
れ
ま
す
。

と
に
か
く
貴
兄
の
気
の
む
い
た
や
う
に
し
て
下
さ
い
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地

山
岸
外
史
様

甲
府
市
錦
町
東
洋
館
内
太
宰
治

127 
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電
報
を
、
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
た
だ
い
ま
は
、
厳
粛

の
指
示
を
、
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
ま
だ
、
父
の
実
感
が

あ
り
ま
せ
ん
。

大
事
に
し
て
ゐ
ま
す
。
園
子
と
き
め
ま
し
た
。
お
気
の
む
い
た
折
に
、

見
に
来
て
下
さ
い
。
人
相
を
カ
ン
テ
イ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
、
母
も
子

も
、
丈
夫
で
す

不

一
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地
山
岸
外
史
様

十

一

日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀
一

一
三

太
宰
治

失

a
.
m
-
u
t
‘K

4伊
水
浴

nの
‘
・

ze
-入
に
ひ

s

n
d
L

、
。
‘
.
慢
し
い
小
島
で
、

hxauhR怜
kaRす
‘
の
で

・
ら
れ
て

b."。
は
"
・
・
土
人
市町
a
a"舗
が
‘
‘
睡
眠
L
宮

崎

"
9
て
之
の
ぬ
に
aw
・4.a-に
一

aL言
明
し
て
鋼
M

慨
し
た

a-"へ
ら
れ
る

a
・で&・・
・

i
l
l
1
1
1
1
1
1

-mae
聞

a

{
校
異
}

電
報
を
〔
全
集
〕
|+
電
報
を
、

(改
行
な
し
)
大
事
に
し
て
ゐ
ま
す
。
〔
全
集
〕

l
v
(改
行
)

カ
ン
テ
イ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
〔
全
集
〕

l
tカ
ン
テ
イ
し
て
い
た
だ
き

ま
す
、

丈
夫
で
す
。
〔
全
集
〕

l
v丈
夫
で
す

(改
行
な
し
)
不
一
。
〔
全
集
〕

1
1
(改
行
)

【ノ

1
ト】

因
子
|
太
宰
の
初
め
て
の
子
。
六
月
七
日
に
誕
生
。
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